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イ
ギ
リ
ス
初
期
議
会
史
研
究
の
動
向
に
つ
い
て

資

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
パ

1
ミ
ン
ガ
ム
大
学
歴
史
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
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こ
れ
は
英
国

の
十
三
・
四
世
紀
の
議
会
、
換
言
す
れ
ば
形
成
期
の
議
会
に
関
す
る
、
約
半

世
紀
に
わ
た
る
誇
研
究
を
概
観
し
た
論
文
で
あ
り
、
学
説
史
の
典
型
的
な
見

本
で
あ
る
。

発
表
年
代
が
や
や
古
い
に
も
拘
ら
ず
、
紹
介
を
思
い
立
っ
た
の
は
次
の
よ

う
な
理
由
に
よ
る
。

「
国
際
歴
史
学
委
員
会
」
の
分
科
会
と
し
て
「
身
分
議
会
史
国
際
委
員
会
」

が
設
置
さ
川
吋
以
来
(
一
一
一
対
)
、
個
別
的
・
実
証
的
研
究
ち
ま
た
数
多
く
上
梓

さ
れ
て
き
た
。
が
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
が
英
米
に
お
け
る
議
会
史
研
究
に
お
い

て
、
い
か
な
る
意
味
と
位
置
と
を
も
つ
か
、
戸
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
中
村
英
勝
氏
が
「
イ
ギ
リ
ス
議
会
史
」
(
昭
悦
〉
を

公
け
に
さ
れ
、
そ
の
幅
広
い
研
究
を
概
説
書
に
結
実
さ
れ
た
い
こ
の
よ
う
な

山

下

手口

夫

状
況
に
お
い
て
初
期
議
会
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
、
議
会
史
研
究
を
い
わ
ば

タ
テ
に
眺
め
て
み
る
こ
と
決
し
て
無
益
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
テ
ム
プ
ル
マ

ン
は
右
の
論
文
の
中
で
中
世
の
議
会
に
関
す
る
彩
し
い
文
献
の
中
か
ら
、
主

と
し
て
九
人
の
代
表
的
研
究
者
の
見
解
を
取
上
げ
、
彼
ら
の
初
期
睡
眠
会
に
対

す
る
基
本
的
観
念
を
見
事
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
近
の
研
究
は
、
加
」

れ
ら
代
表
的
見
解
と
直
接
・
間
接
深
い
関
連
を
も
っ
と
見
受
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
テ
ム
プ
ル
マ
ン
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
学
説
は
、
イ
ギ

リ
ス
中
世
議
会
史
研
究
の
一
つ
の
基
本
形
を
示
し
て
い
る
す
ぐ
れ
た
学
鋭
史

的
整
理
の
見
本
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
今
日
に
お
い

て
も
少
く
な
い
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
論
文
を
紹
介
す
る
に
当
り
、
私
は
次
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
。
第

一
に
、
そ
の
論
旨
に
お
い
亡
で
き
る
だ
け
忠
実
、
か
っ
客
観
的
な
紹
介
と
な

る
よ
う
心
掛
け
た
。
第
二
に
、
こ
の
論
文
で
は
註
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る

文
献
名
な
い
し
文
献
箇
所
は
、
適
宜
に
取
捨
選
択
し
、
私
の
紹
介
本
文
の
中
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に
割
註
の
形
で
挿
入
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
が
、
さ
さ
や

か
な
が
ら
、
一
一
穫
の
文
献
解
題
と
も
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
第
三
に
、
右
の
紹
介
本
文
に
、
そ
の
論
旨
の
展
開
か
ら
み
て
、
重
要
と

思
わ
れ
る
箇
所
に
、
そ
の
後
の
研
究
の
解
説
も
含
む
若
干
の
、
乱
を
つ
け
た
。

そ
れ
が
本
稿
の
註
の
意
味
で
あ
る
。

イギリス初期議会史研究の動向について

山
乙
の
論
文
は
後
に

ωnrEU『
-
m
H
W
H
F
Z
・
と
〉

E
E
r
y
z・
の
編
集
し

た
論
文
集
叶
v
m
p
p
kロ
関
口
同
開
ロ
間
町
mr
田
宮

o
q
2
8日
)
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

ωζ
の
点
に
つ
い
て
は
差
当
り
、

ZEHω04包
河
内
必
見

2
5
2
-
3
5

吋
官
D
H司
自
門
同
句

g
n
a
n
o
s
ω
司
一
切
の

C
F
C呂
u
自
民
(
-
由
印
ム
)
宅
・

ω品叶

2
B
A
A
-
参
照
。

附
本
書
を
公
刊
さ
れ
る
前
、
氏
は
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
議
会
史
の
重
要
な
問

題
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
初
制
附
議
会
に
関
連

す
る
も
の
と
し
て
は
「
十
二
・
三
世
紹
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ナ
イ
ト
フ

ッ
ド
層
の
筆
頭
と
代
議
制
の
起
源
」
(
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀

要
四
、
昭
叩
却
)
が
あ
る
。

凶
私
自
身
、
後
述
す
る
乙
れ
ら
九
人
の
代
表
的
研
究
者
の
中
で
も
、
リ
チ

7
l
ド
ス
ン

l
セ
イ
ル
ズ
の
研
究
の
大
部
分
、
ク
ラ
l
夕
、
プ
ラ
ク
ネ
ッ

ト
の
著
書
を
直
接
参
照
す
る
乙
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
数
多
く
の
文
献
に

目
を
通
し
た
外
国
の
研
究
者
の
学
説
史
は
、
わ
れ
わ
れ
に
、
一
種
の
文
献

解
題
の
役
目
も
果
し
て
く
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

×

×

 

× 

さ
て
紹
介
本
文
に
入
る
。
英
国
史
を
繕
い
た
人
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
問

題
に
お
い
て
は
、
ス
タ
ッ
プ
ズ
か
ら
始
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
に
誰
し
も
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
テ
ム
プ
ル

7

ン
も
ま
た
彼
の
大
著

「
英
国
々
制
史
」
(
戎
諸
色
絵
)
に
現
わ
れ
た
初
期
議
会
に
つ
い
て
の
基
本

的
観
念
の
分
析
か
ら
、
そ
の
絞
述
を
始
め
る
。

1
l
A

ス
タ
ッ
プ
ス
の
一
一
二
五
年
か
ら
一
四
八
五
年
に
至
る
国
制
史
の
主

要
テ
|

7

は
、
議
会
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
議
会
の
発
展
は
国
制
の
進
歩
の
尺

度
、
手
段
で
あ
り
、
議
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
各
身
分
が
権
力
と
支
配

と
に
与
る
手
段
、
い
わ
ば
国
民
的
活
動

E
5
5一
R
gロ
の
場
で
あ
っ
た

(p-fb)。
従
っ
て

2
5主
w

口。

5
F
P
ι
。
宮
司

5
8
a
oご
S
F

自
D
E
H
円
ご
等
は
議
会
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
意
味
を
も
っ
。
初
期
議
会

に
関
す
る
彼
の
学
説
の
体
系
は
「
驚
く
ほ
ど
学
殖
深
く
、
堂
々
と
し
て
い
る

が
、
底
は
単
純
で
あ
る
」
(
テ
ム
プ
ル
マ
ン
)
。

一
一
二
五
年
か
ら
一
二
九
五
年
ま
で
の
議
会
に
つ
い
て
ス
タ
ッ
プ
ズ
は
ほ

ほ
次
の
如
く
考
え
る
。
こ
の
期
聞
に
国
民
は
成
長
し
て
自
ら
の
力
を
信
じ
う

る
ほ
ど
十
分
一
体
的
な
も
の
と
な
り
、
自
由
の
精
神
は
著
し
〈
進
展
し
、
制

度
と
し
て
の
議
会
が
産
み
出
さ
れ
、
は
っ
き
り
し
た
形
を
与
一
え
ら
れ
た
と

ヘH
F
目白・・同一【，
F

(
?
印
)
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
発
展
の
複
雑
さ
、
偶
然
性
を
彼
は
認
め
な
い
の

で
は
な
い
(
目
立
一
円

g・
)
。
た
と
え
ば
シ
モ
ン
・
ド
・
モ
ン
フ
ォ
ー
ル
の
も

と
に
お
け
る
代
議
政
体
の
観
念
の
成
熟
に
つ
い
て
は
、
彼
は
次
の
よ
う
な
留

北法 13(1・191)191 



料

さ保
にを
そつ
のけ
時る
々 o

f面
戸商
v・民
は w

裳旨
m 治
の
を
使認
宜
め

と Y

いニ
う，~

め
亨に
帯取

予z
品手
U置
も
し

資

彼
が
も
っ
と
長
い
間
不
可
分
の
権
力
を
も
っ
て
い
た
な
ら
、
そ
の
使
宜
を
発

展
さ
せ
る
か
放
棄
し
た
で
あ
ろ
う
」
(
一
符
昏

1
・)。

一
二
九
五
年
の
い
わ
ゆ
る
「
モ
デ
ル
・
パ

l
ラ
メ
ン
ト
L

は
、
彼
に
よ
れ

ぱ
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
政
策
の
完
成
手
町

noロ
E
B
g邑
g
c
p
m
g宇

佐
m
旬。
-rH可
切
で
あ
り
、
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、

こ
の
時
、

諸
身
分
の
集
会
を
媒

介
と
し
て
、
国
民
の
統
治
へ
の
永
久
的
な
怠
加
形
式
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

，

ヲ

?

ジ

イ

ピ

1
プ
ル

こ
の
参
加
形
式
に
お
い
て
バ
ロ
ン
膚
の
ほ
か
に
、
僧
侶
身
分
、
人
民
の
代

表
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
彼
の
政
策
の
二

0
年
聞
に
わ
た
る
慎
重
な
実
験
の

結
果
で
あ
っ
た
(
時
一

t
N・N
1
Jイ
ヲ
・
)
。

つ
い
で
十
四
世
紀
全
般
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
と
の
新
し
い
組
織
の

可
能
性
が
漸
次
展
開
し
て
い
く
長
い
過
程
の
第
一
段
階
、
つ
ま
り
新
し
い
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
始
動
期
で
あ
っ
た
。
政
治
的
成
果
は
十
三
世
紀
よ
り
は
る
か
に

劣
る
。
吋
吉
田
虫
色

E
8
5
(三
J
計
日
下
り
れ
わ
談
議
伊
、
-
F
)

や
吋
吉
田
E
O
同
巧
o
a
2
2
r
(
μ
円
一
幻
一
位
-
一
融
一
即
時
折
仁
一
一
い
甘
い
付
ユ
一
一
r

t
側
諸
附
一
酔
)
に
は
救
世
者
の
精
神
白
喝
さ
え
号
仏
巾
7
2
0円
は
み
ら
れ
な

い
。
総
じ
て
十
四
世
紀
の
人
々
は
シ
モ
ン
等
の
よ
う
に
確
固
た
る
目
的
を
も

っ
て
王
権
を
制
限
し
得
な
か
っ
た
。
が
、
議
会
の
組
織
と
機
能
と
特
権
は
強

フ
ア
P
V
2
y

化
さ
れ
た
、
と
い
う
の
は
党
派
が
そ
の
中
に
彼
ら
の
論
争
に
便
利
な
場
所
を

ま

見
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

「
党
派
の
目
的
と
党
派
の
分
裂
」
こ
そ
が
一
四
世

氾
の
議
会
の
成
長
の
活
力
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
世
紀
に
は
と
く
に
国

民
の
権
利
の
擁
護
者
と
し
て
の
わ
O
B目。
E
の
勢
力
の
増
大
|
|
「
彼
ら

が
実
際
に
確
保
し
た
権
利
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
彼
ら
が
十
分
強
く
か
っ
一
賢

明
に
な
っ
た
た
め
要
求
し
か
っ
評
価
し
う
る
に
至
っ
た
権
利
に
よ
る
」
増
大

!
の
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
露
・

&
3
0

以
上
が
ス
タ
ッ
プ
ズ
の
初
期
議
会
に
関
す
る
見
解
の
大
筋
で
あ
る
。

し
か
し
現
代
の
研
究
者
は
少
く
と
も
、
十
三
世
紀
の
議
会
の
歴
史
の
中
に

す
で
に
近
代
的
な
議
会
制
の
ほ
ぼ
全
面
的
な
前
提
を
看
取
し
て
し
ま
う
ス
タ

イ
グ
ア
凶
9

ユ
B
V
M

・ug

y

プ
ズ
の
観
点
、
換
言
す
れ
ば
、
議
会
の
発
展
を
進
化
と
し
て
み
る
立

場
に
は
殆
ん
ど
く
み
し
な
い
。
「
議
会
の
初
期
の
歴
史
を
中
世
の
一
一
言
葉
で
、

中
世
の
条
件
に
照
し
て
解
釈
す
る
こ
と
」
〈
テ
ム
プ
ル
マ
ン
〉
に
力
点
が
お

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
ス
タ
ッ
プ
ズ
の
見
解
は
重
大

な
修
正
を
蒙
る
に
至
る
。
が
そ
の
変
化
の
源
流
は
、
議
会
史
研
究
の
い
わ
ば

外
に
あ
っ
た
。

メ
イ
ト
ラ
ン
ド
、
タ
ウ
ト
、
ホ
ー
ル
ヅ
ワ
l
ス
、
セ
イ
ル
ズ
等
に
よ
る

キ

ン

グ

ス

・

ガ

グ

ア

メ

ン

ト

国
王
の
統
治
機
構
の
司
法
的
・
行
政
的
機
能
の
体
系
的
研
究
は
、
ジ
ョ
ン
か

ら
リ
チ
ァ

l
ド
二
世
の
廃
位
ま
で
の
統
治
機
構
に
つ
い
て
の
伝
統
的
観
念
の

変
更
を
余
儀
な
く
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
国
制
の
中
心
を
占
め

て
い
る
の
は
議
会
で
な
く
、
国
王
と
そ
の
評
議
会
主
持
富
島

r
u
B
E
n
-】

北法 13(1・192)192 



で
あ
る
。

ζ

の
時
期
に
、
王
権
の
触
角
は
王
国
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
拡
が
り

g
Bご
E
問。句

g
B
E
g
F
Oロ
R
L
}
R
F
田
宮
崎
町
向

"BHCロ
OHw吉
田
巴
円
。
D
ご
Z

宮
R
P
Z協
同
等
の
国
王
裁
判
官
、
書
記
、
役
人
が
、
国
王
の
命
令
を
執
行

し
よ
う
と
し
て
花
々
し
く
活
躍
す
る
姿
が
見
出
さ
れ
る
。
「
い
つ
の
ま
に
か

フ
オ
Y
タ
u
v
g
y

オ

w
z
v

機
能
が
機
関
を
つ
く
っ
た
」
(
ぎ

ozg
の
で
あ
る
。
か
く
て
行
政
史
の

方
か
ら
す
る
な
ら
、
議
会
は
行
政
組
織
の
附
属
物
寄
生
物
に
す
ぎ
な
く
な

る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
国
制
の
中
で
議
会
に
最
も
大
き
な
比
重
を
お
い
た
ス

タ
ッ
プ
ズ
の
見
解
の
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
(
テ
ム
プ
ル
7

ン
)
で
あ

w
h
v

。

イギリス初期議会史研究の動向について

議
会
史
研
究
内
部
の
変
化
は
、
上
述
の
外
在
的
変
化
と
相
互
に
密
接
な
関

連
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
初
期
議
会
は
ガ
ヴ
ア
メ
ン
ト
の
行
政
・
司
法
・

諮
問
的
活
動
の
中
に
深
く
埋
れ
た
根
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
議
会

史
か
ら
接
近
す
れ
ば
行
政
史
の
問
題
に
、
行
政
史
か
ら
接
近
す
れ
ば
議
会
史

の
問
題
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
切

o
E
1
p
』-
H
W

・
の
カ
ウ
ン

シ
ル
の
研
究
(
封

h
ーが返
mfpdJP九
月

a
s
o
y
-

の
ぎ
阻
止

Z
Z
の
研
究
、
か
議
会
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
メ
イ
ト
ラ
ン

ド
が
議
会
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
中
に
、
そ
の
本
質
が
カ
ウ
ン
シ
ル
あ
る
い

は
コ
ー
ト
と
し
て
の
機
能
に
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
よ
う
に
。
次
に
メ
イ
ト

ラ
ウ
ン
ド
の
見
解
に
移
ろ
う
。
彼
は
も
と
も
と
議
会
史
に
つ
い
て
完
結
的
な

研
究
を
行
な
っ
た
釈
で
は
な
い
。
一
三

O
五
年
の
議
会
の
記
録
の
編
集
に
当

っ
た
際
(
一
一
引
い
九
)
、
そ
の
巻
頭
に
附
し
た
「
警
己
が
初
期
議
会
史
研
究
に

一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
を
画
す
る
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ウ
た
の

¥
冨
包
HUE-ω
色

R
Z且
E
E
M
a
E・
国
・
り
・
出
自
己
江
口
0

・の・

z
q
J

で
あ
る
一

mghZ・同・
4
司
自
由
主
.
5
8
・
8
・
平
芯
一
回

E
H
E
s
-
-

/
何

ω
E
M
E
a
-
同
・
冨
-Cω
目
・
巴
印
ア

E-mN
由

由

・

、

彼
は
そ
の
中
で
、
ま
ず
一
三

O
五
年
の
四
句
祭
議
会
が
典
型
的
な
「
王
国

.
イ
ス
テ
l
ツ
・
オ
プ
・

ν
wム

の
三
身
分
」
の
構
成
を
と
っ
た
も
の

up=
百円
-
E
B
g円
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
た
後
、
一
二
月
二
一
日
の
解
散
宣
言
に
注
目
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

こ
の
日
、
評
議
会
の
メ
ム
パ

1
及
び
ま
だ
処
理
す
べ
き
仕
事
を
も
っ
て
い
る

他
の
人
々
を
除
き
、
す
べ
て
の
人
工
事
誠
一
加
点
誌
な
明
鰭
賜
)

は
帰
郷
を
許
さ
れ
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
と
れ
ら
残
留
し
た
人
々
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
て
い
る
会
識
が
、
四
月
六
日
に
お
い
て
も
な
お
、

P
ロ
官

HE-

g
g同
の
開
会
中
と
み
な
さ
れ
て
い
る
事
実
を
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
強
調
す

る
。
そ
し
て
評
議
会
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
後
彼
は
次
の

よ
う
に
結
論
す
る
。

「
・
:
:
・
国
王
の
評
議
会
の
開
会
が
す
べ
て
の
℃

R
F
B
g
g
g
の
核
に

し
て
本
質
で
あ
り
、
ふ
つ
う
『
議
会
へ
の
請
願
』
と
よ
ば
れ
て
い
る
文
'

は
、
国
王
と
そ
の
評
強
会
に
対
す
る
請
願
書
で
あ
り
j
i
-
-
-
滋
会
の
記
録

は
評
議
会

l
iそ
れ
は
、
時
折
、
国
王
の
務
身
分
の
協
力
を
伴
っ
た
が
、

し
か
し
そ
れ
を
伴
わ
な
い
乙
と
の
方
が
は
る
か
に
多
い
ー
ー
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
仕
事
の
記
録
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
高
の
法
廷
は
、
パ
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料

ロ
ン
や
高
級
聖
職
者
の
総
会
で
な
く
、
国
王
の
評
議
会
で
あ
る
:
:
:
;
」
0

3
叩
宵
宮
仏
何
回

8
3・
句
-
斗
C
i
r

白
血
件
。
江

g
}
F
8
3
u
℃
-
宏
司
)

資

要
す
る
に
メ
ィ
ト
ラ
ン
ド
が
一
三

O
五
年
の
議
会
の
記
録
の
分
析
に
よ
っ
て

得
た
帰
結
は
次
の
二
点
に
な
る
。
一
、
議
会
に
お
い
て
は
評
議
会
が
圧
倒
的

地
位
を
占
め
る
。
二
、
議
会
の
仕
事
は
主
と
し
て
司
法
的
な
も
の
で
あ
る
。

同

ζ

れ
ら
の
人
々
を
指
定
し
て
い
る
原
文

(mog-』
句
白

H
E
g
g
s
E
g
)

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

E
ω
E
S
F回
開
4
8宮
師
団
。
。
口
三

2
2
即
時
。
ロ
印

』ロ由民口

2

2
曲
ロ
可

g
を
じ
曲
。
三
仏
ロ
ロ
。
ロ
回

a-
ロ
Cω

同町内

ω合
同
ロ
ロ
H
}
o

mou『J
a
a一
関
同
口
め
ぐ
柑
回
占
ロ
師
団
何
」
可
申
mw』

g
m白
骨
同
盟
し
R
H
m
w
印
可
円
己
防
誌
の
。
ロ
ロ
お
帥
旦

国
民
O
ロ
聞
の
庄
司
曲
}
ぬ
混
乱

g
の
O
ロ
己

g
a
E
8
u盲
目
旦
切
口
円
問
。
可
凹
命
仲
田
口
件

H
2

間

gHN門
出

O
E
n
o
g自
己
ロ
ペ
・

倒
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
は
ロ
弓
と
訳
さ
れ
て
い
る
言
葉
の
原
語
は

ぜ
-oE-mw
で
あ
り
、
乙
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
ぜ

-eR
か
ら
誤
訳
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
乙
の
ぜ

-a民
な
る
額
は
、
当
時
の
用
法
か
ら
す
れ
ば
、

よ
宮
尺
の
意
味
で
あ
っ
て
は
czw
の
意
味
は
も
た
な
い
。
従
っ
て
メ
イ
ト

ラ
ン
ド
が
、
こ
の
語
に
よ
っ
て
、
「
王
国
の
三
身
分
」
を
観
念
し
て
い
る

の
は
繰
り
で
あ
り
、
議
会
の
仕
事
が
公
開
の
う
ち
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
割
観
念
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
ロ
同
・
司
O
}
F
E
w
〉
-
m
w

、
叶
}
再
開
4
0
a

]
E
8
0同
匂
民
間
曲
目
S
F
H
U
N
0
・
MM
・
8
・

m
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
と
の
論
文
は
、
す
「
乙
の
後
に
述
べ
る
よ
う
に
初
期

議
会
史
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
意
義
を
今
日
の
研
究
状

況
を
十
分
考
慮
し
た
土
で
、
論
じ
た
も
の
と
し
て
の
曲
目
R
o
p
H
-
H
W
W

P
E
E
n
r
巧
口
出
回
目

ζ
E
V
E
S仏
任
命
呂
田
仲
良
『

D
同
開
口
岡
町
田
V

F
曲者

(
H
U
2
)
w
U
M
Y
N
品
品
、
吋
・
が
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
と
ス
タ
ッ
プ
ス
の
「
基
本
的
相
奥
は
強

調
と
解
釈
の
相
国
間
で
あ
り
、
議
会
を
構
成
し
て
い
る
要
素
に
つ
い
て
の
不

一
致
で
な
い
」
o

た
だ
ス
タ
ッ
プ
ス
の
見
解
に
は
当
時
代
の
自
由
主
義
的

な
思
想
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
に
は
そ
れ
が
な
い
。

ま
た
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
こ
の
論
文
は
、
も
と
も
と
「
何
ら
の
コ
メ
ン
ト
も

綿
密
な
仕
上
げ
も
な
い
」
試
論
で
あ
る
。
然
る
に
彼
の
後
継
者
に
よ
っ
て

過
剰
解
釈
、
強
調
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
ο

た
と
え
ば
彼
は
メ
イ
ト
ラ

ン
ド
が
パ

i
ラ
メ
ン
ト
に
お
け
る
代
表
制
的
要
素
を
無
視
し
た
の
で
は
な

く
、
彼
に
と
っ
て
そ
れ
が
町
四
ロ

B
g
Z自
民
間
ニ

g巴
O

の
問
題
で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
か
ら
帰
結
さ

れ
る
点
を
五
点
に
わ
た
っ
て
要
約
し
(
そ
の
中
に
は
テ
ム
プ
ル
マ
ン
の
要

約
し
た
二
点
を
含
む
)
、
ポ
ラ
l
ド
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
一
点
〈
位
間
参

照
)
を
除
き
、
他
の
四
点
が
基
本
的
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
乙
と
を
承
認

し
つ
つ
も
、
最
近
の
社
会
史
・
経
済
史
・
政
治
史
等
の
研
究
K
よ
り
、
若

干
の
修
正
1
1
1
議
会
の
、
公
的
な
記
録
に
は
な
い
政
治
的
側
面
の
過
少
評

価
K
対
す
る
修
正

l
lが
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
メ
イ
ト
ラ
ン
ト
は
議
会
史
に
つ
い
て
は
深
追
を
し
な
か
っ
た
。

議
会
史
の
よ
う
な
い
わ
ば
政
治
的
要
素
の
多
い
問
題
を
取
扱
う
に
は
余
り
に

テ
ク
ニ
カ
ル
な
法
制
史
家
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
に
も
拘
ら
ず
そ
の
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卓
越
し
た
学
風
の
故
に
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
多
く
の
す
ぐ
れ
た
後
継
者
を

輩
出
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
一
人
に
ま
ず

F
F
H
Z
a
p
ゎ
・
出
・
(
一
ロ
ド
日
1

d
持
時
h
u
d勾
)
が
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
上
述
し
た
メ
イ

ト
ラ
ン
ド
の
二
つ
の
帰
結
の
中
、
と
り
わ
け
第
二
の
点
を
発
展
き
せ
た
。
彼

の
関
心
は
立
法
と
裁
定
包
』
ロ
&
ロ
住
吉
と
の
聞
の
境
界
の
歴
史
的
検
討
に

あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
統
治
作
用
と
も
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い

る
。
彼
に
よ
れ
ば
合
衆
国
の
最
高
裁
判
所
が
立
法
府
の
法
令
の
審
査
に
あ
た

Lr

・7y
ス
フ
オ

1
メ
U
V

璽
シ

る
慣
行
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
の
変
態
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
変
態
の

過
程
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
は
最
高
の
法
廷
と
し
て
の
は
じ
め
の
性
格

イギリス初期議会史研究の動向について

を
大
半
失
い
、
一
方
漸
次
立
法
、
審
議
機
能
を
獲
得
し
て
い
っ
た
と
い
う

(閉山
J
;
?
)
。

マ
ク
ル
ウ
ェ
イ
ン
の
初
期
議
会
に
関
す
る
見
解
は
、
お
よ
そ
次
の
三
点
に

要
約
で
き
る
。
一
、
議
会
と
は
偶
々
機
会
に
応
じ
て
評
議
会
の
構
成
の
拡

大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
、
議
会
の
仕
事
の
大
半
は
「
司
法
的
な
も
の
」

ナ

グ

ル

で
あ
り
、
個
々
の
法
廷
の
裁
判
官
に
と
っ
て
は
余
り
に
困
難
・
新
奇
で
あ
る

こ
と
の
明
か
に
な
っ
た
事
件
の
処
理
に
あ
っ
た
(
日
ー
に
よ
。
三
、
中
世
的

恩
来
ぷ
刀
法
に
と
っ
て
は
、
法
と
は
人
間
の
可
変
的
な
カ
を
超
え
た
原
理
に
基

い
て
い
る
以
上
、
制
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
な
く
、
宣
告
さ
れ
、
確
認
さ
れ
、

定
義
さ
れ
か
っ
適
用
き
る
べ
ぎ
慣
習
の
総
体
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
世
の
立
法

と
は
司
法
活
動
の
所
産
と
い
う
ζ

と
が
で
き
る
(
箆
念
ー
や

7

ク
ル
ウ
ェ
イ
ン
は
、
後
述
す
る
諸
研
究
と
の
対
照
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る

よ
う
に
、
初
期
議
会
に
お
い
て

n
R
U
の
要
因
を
強
調
し
す
ぎ
た
が
、
メ
イ

ト
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
ロ
を
つ
け
ら
れ
た
流
れ
を
拡
大
す
る
役
割
を
も
っ
た
。

句。
-F丘一
w

〉
-
H
1

・・同
w
d
o
-
C
H
F
O
ロ
ロ
岡
市
出
叶
出
回
目
巾
ロ
同
一
一
戸
由
N
Q
)

は
メ
イ
ト
ラ
ン
ド

-

7

ク
ル
ウ
ェ
イ
ン
の
見
解
の
普
及
版
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

削
わ
が
国
に
お
い
て
、
最
近
、
司
法
権
の
独
立
過
程
と
い
う
観
点
か
ら
7

ク
ル
ウ
ェ
イ
ン
の
乙
の
研
究
を
活
用
さ
れ
た
も
の
に
、
井
上
茂
「
司
法
権

の
理
論
」
(
有
斐
閣
、
閉
お
)
第
二
章
が
あ
る
。
ま
た
上
述
し
た
=
一
点
の

中
、
最
後
の
点
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
史
の
い
わ
ゆ
る
「
精
神
史
」
的
観
点

か
ら
、
深
い
洞
察
を
行
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
問
。
叫
口
W
H
Y
-
m
m
n
g
ロ
ロ
島

ぐ
2Pωω
口口町

-
B
冨
克
己
回
一
件
。
同
が
あ
る
と
と
は
、
こ
こ
に
記
す
ま
で
も

な
い
で
あ
ろ
う
。

メ
イ
ト
ラ
ン
ド
・
マ
タ
ル
ウ
ェ
イ
ン
の
見
解
を
さ
ら
に
継
承
し
発
展
さ
せ

た
の
が
担
岳
民
仏
国

o
p
出
・
。
・
と

ωミ
-2・。・

0
・
の
一
連
の
共
同
研
究

で
あ
る
。
彼
ら
は
「
議
会
は
何
を
な
し
た
か
」
、
「
議
会
は
い
か
に
機
能
し
た

か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
答
が
得
ら
れ
た
と
き
に
の
み
始
め
て
、
議
会
の
構

成
や
そ
の
中
の
様
々
な
グ
ル
ー
プ
の
権
力
・
義
務
・
特
権
が
何
で
あ
っ
た
か

を
問
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
、

ヘ
切
・
戸
出
・
同
州
・
・
ぐ
同
J
O

F
H
ν
H
Y
M品
目

白

・

、

百

と
い
う
接
近
方
法
を
以
て
出
発
し
た
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料

リ
チ

T
l
ド
ス
ン
が
ま
ず
斗

Z
E宮
c
E
E
2
3二万
J
一h

mソ
ポ
糾
)
と
い
う
論
文
で
共
同
研
究
の
基
礎
を
お
い
た
。
そ
の
論
旨
は
、

オ
タ
ス
フ
ォ
ー
ド
協
約
成
立
の
年
で
あ
る
一
二
五
八
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
議

量豊

会
が
明
確
な
形
を
と
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
は
後
退
や
腐

敗
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
‘
明
確
で
連
続
し
た
歴
史
を
も
っ
独
自
の
制
度
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
(
響
ロ
リ
時

F
)。
二
一
五
八
年
以
前

キ
Y
グ
ス
・
カ
ウ
ン
Y
ル

の
問
題
と
し
て
は
、
な
ぜ
、
そ
し
て
い
か
に
し
て
、
国
王
の
評
議
会
の
臨
時
的

な
本
会
議
が
国
主
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
、
組
織
的
な
議
会
に
変
っ
た
か
が

問
題
と
な
る
(
忠
一
J

奇
書

2
・
)
。
こ
の
間
題
は
、
弊
害
、
と
く
に
普
通

の
法
廷
で
は
効
果
的
に
処
理
し
得
な
い
、
町
均
仔
ミ
酔

d
Jわ
が
か
ら
生
ず

る
弊
害
を
救
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
急
な
必
要
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ

と
か
ら
、
大
半
、
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、
初
期
議
会
の
全

発
展
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
王
権
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
バ
ロ
ン
た
ち

の
野
心
も
あ
る
程
度
の
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

問
機
の
議
会
の
機
能
は
、
問
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
に
も
見
出
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
寧
ろ
起
源
に
お
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
借
入

さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
に
負
う
て
い
る
面
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ

(
F
F
h
-
d

v・
)
。
と
に
か
く
、
一
二
七
二
年
ま
で
に
、
帯
都
配
的
の
ハ
評
彰
が
は
、
か
な

り
定
期
的
に
会
合
し
、
判
決
と
討
論
に
よ
る
苦
情
救
済
を
主
た
る
任
務
と
す

る
こ
と
が
確
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
リ
チ

7
1
ド
ス
ン
と
セ
イ
ル
ズ
(
川
町
一
日
嗣
)
は
、

ら
二
ニ
七
七
年
ま
で
(
芯
川
一
山
内
川
駅
川
)
の
議
会
史
を
み
る
ば
あ
い
、
そ
れ

を
確
立
さ
れ
た
制
度
と
考
え
て
取
扱
っ
た
。
と
く
に
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
治
下

一
二
七
二
年
か

の
議
会
は
未
完
成
な
そ
れ
で
な
く
「
固
定
さ
れ
決
定
さ
れ
た
絶
対
的
な
も
の
」

(
J
V
♂
γ)と
な
り
始
め
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
実
;

エ

イ

ゾ

メ
ン
ト
に
お
い
て
多
〈
の
こ
と
|
|
御
用
金
の
調
達
、
臣
従
契
約
の
締
結
、

ハ
イ

-dm'テタ
ス

法
律
の
公
布
、
高
等
政
治
の
討
議
|
|
が
行
な
わ
れ
℃
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

を
容
認
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
は
多
く
、
エ
ド
ワ
ー
ド
二
一
世
の
治
世
ま
で
、
い

わ
ゆ
る
非
議
会
的
集
会
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
逆
に
、
そ
れ
ら

が
、
一
多
く
の
議
会
の
宙
開

gL白
)
(
議
事
録
)
や
(
白
n
g
)
(
制
定
法
)
の
中
に
発
見

さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
‘
議
会
本
来
の
予
期
さ
れ
た
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
否

定
す
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
の
議
会
の
本
来
の
仕
事
は
、
最
高
の

A
h
M
d

パ
3
ヲ
メ
ン
タ
，
.
プ
'
a
vィ
，
ヲ
，

正
義

1
裁
判
を
施
す
こ
と
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
議
会
の
特
権
な
る
も
の

の
起
源
も
、
こ
の
法
廷
と
し
て
の
神
聖
な
性
格
か
ら
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
(
柑
・

b
-
J一回目…)。

彼
ら
の
方
法
は
、
さ
ら
に
一
連
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
研
究
に
お
い
て
も
貫
か

れ
、
実
に
多
彩
な
成
果
を
産
み
出
し
た
。
そ
れ
ら
を
列
記
す
れ
ば
、
ス
り
1
・

エ
ド
ワ
l
ヅ
時
代
の
議
会
の
一
覧
表
が
矛
盾
な
く
完
成
さ
れ
た
こ
と
を
始
め

と
し
、
真
の
議
会
(
恒
怨
…
町
議
械
を
)
は
そ
の
他
の
多
く
の
集
会

l
i

n
g
}
-
a
c
S
J
O同

g
件。。
5
2日
等
ー
か
ら
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
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MM白
HrSEmo--闘
の
バ
ラ
バ
ラ
な
配
列
や
断
片
的
性
格
は
、
請
願
の
成
文

化
よ
り
生
じ
た
楚
大
な
事
務
に
関
す
る
あ
る
全
体
か
ら
予
測
さ
る
べ
き
も

の
寄
集
め
Lー

で盤

号室

長易
」官R

ζ あ

手芸
誌は
耳、

会
へ法
のE季
語容
器Z
は問
-4'-じ
借く
す
な
わ
ち

の
で
あ
り
、

「
残
り
淳

ぶロ相同町

v・
に
あ
る
こ
と
、

十
三
世
紀
後
半
に
お
け
る
議
会
へ
の
請
願
と
巡

ι
7
7
y

也，B
F

V

，，
E

カ
ウ

y
y

ル

回
裁
判
に
出
さ
れ
た
訴
状
や
大
法
官
、
財
務
長
官
、
議
会
の
外
の
評
議
会
広

宛
て
ら
れ
た
そ
の
他
の
請
願
と
は
密
接
な
関
連
を
も
っ
と
と
、
そ
し
て
十
四

a

，YV
ル・イ
y

・‘，，
J
F
Y
ト

世
紀
に
お
い
て
、
議
会
の
中
の
評
議
会
に
提
出
さ
れ
た
公
益
に
関
す
る
請
願

ピ

W
一

ス

'
4
7
z
t

，

書
の
中
に
、
後
に
議
案
や
制
定
法
と
し
て
発
展
す
べ
き
蔚
芽
が
含
ま
れ
て
い

イギリス初期議会史研究の動向について

た
こ
と
、
以
上
の
諸
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

h

切
・
同
・
国
・
同
・
・
〈

E
Y
M
M
?
g
・
H広島・・
4
同
EV・
コ
l
白

H・
H
E
P
-
M
M
?
割問シ

『同
Z
P
・暗唱・

8
曲

M・
F
E
-
-
阿

M
g
y
H
1
5
u
措
置
2
8
a
E
Mア
戸
凶

3
・

-

-
M
M
g
・H
H
a
E
U
の
ω自品。ロ

mvn問。
q
-
u
E
宮崎船

2
・
H
M
u
r
e
-
同・

F

E

U

-

-

/MOM-
明

白

品

・

~

彼
ら
の
研
究
の
中
で
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、

回

s
a
Z
H
M
R
E
B
S
F
H
N叶
M
l
Z
3・
と
い
う
題
の
も
と
に
発
表
さ
れ
た
一

連
の
論
文
|
|
こ
れ
は
彼
ら
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
総
ま
と
め
で
も
あ

る
|
|
で
、
古
島
帽
0
・

E
ロ仲間

HFnwHr
等
初
期
議
会
の
恒
常
的
役
員
の
役

割
の
研
究
の
必
要
を
示
唆
し
た
こ
と
に
あ
る
(
即
日

J
F
F
刊
百
円

uh--

述
。
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
時
代
に
お
い
て
は
、
議
会
は
殆
ど
国
王
に
奉

仕
す
る
古
島
岡
町
二
回
2
r
等
の
役
人
膚

E
U
Z虫色
m
g
E
唱
に
よ
っ
て
支

配
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
み
が
巧
み
に
そ
の
法
廷
に
役
員
を
配
置
し
、
日
常

民
吋
}
戸
内
田
口
開
〆
冨
↑
ロ
・

の
定
大
な
事
務
を
処
理
し
得
た
の
で
あ
る
。
バ
ロ
ン
層
や
カ
マ
ン
ズ
は
一
、
重

要
で
な
い
問
題
に
関
し
、
間
歓
的
に
議
会
に
出
席
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

然
る
に
エ
ド
ワ
ー
ド
二
世
の
治
世
に
な
っ
て
重
要
な
変
化
の
緒
口
が
現
わ

れ
る
。
ォ
l
デ

ナ

l
ズ
(
ト
戸
の
沖
、
・
む
な
一
同
一
一
♂
一
説
一
…
政
監
一
か
鳩
一
脈
一
隅

4
4
…
沌
一
一
円
一
山
地
相
川
市
一
肘
仙
一
三
れ
れ
一
札
吋

It--一
)
に
よ
っ
℃
操
縦
さ
れ
た
い
わ

ゆ
る
封
建
反
動
が
起
り
、
大
貴
族
は
、
役
人
膚
と
の
提
携
に
よ
っ
て
、
議
会

内
の
様
々
な
法
廷
を
支
配
し
よ
う
と
い
う
動
き
を
示
す
。
が
、
こ
れ
は
失
敗

し
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
も
と
に
お
い
て
こ
の
試
み
が
、

一
部
実
現
さ
れ

たる

役議
人会
層の
は主
こた
れる
ま固
で的
のは

富喜
し的
たな
地も
半の
会か

立ら
玩政
4日

助的
手な
とも
しの
てに
留変
まつ

る
に
す
ぎ
ず
、
代
っ
て
バ
ロ
ン
層
、
カ
7

ン
ズ
の
メ
ム
パ

l
よ
っ
て
役
人
膚

の
主
要
な
官
職
が
占
有
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
私
的
な
情
願
の
数

ι
7
7
y
h竃
ヲ
1

の
減
少
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
一
つ
は
大
法
官
の
衡
平
裁

判
管
轄
権
が
増
大
し
た
こ
と
、
一
つ
は
広
い
意
味
で
の
政
治
的
問
題
が
議
会

の
仕
事
の
前
面
に
大
幅
に
割
り
込
ん
で
き
た
た
め
で
あ
る
前
日
~
治
・
)
。

要
す
る
に
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
時
代
の
議
会
は
「
貴
族
身
分
と
カ
7

ン
ズ
の
権

力
の
拾
頭
の
影
の
下
で
」
何
軒

-m:
担
当
H
)

機
能
し
て
お
り
、
い
わ
ば

イ
ヴ
ァ
リ
ュ

l
シ
ョ
ン
の
過
程
で
な
く
ト
ラ
ン
ス
フ
オ
メ
l
シ
a
ン
の
そ
れ

を
経
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
R
1
S
の
移
し
い
研
究
成
果
の
概
要
で
あ
る
。
こ
れ
で
〆
ィ
ト
ラ

北法 13(1・197)197 



ン
ド
に
端
を
発
す
る
、
ス
タ
ッ
プ
ズ
に
対
す
る
新
見
解
は
完
結
を
み
た
こ
と

料

に
な
る
。
こ
の
見
解
は
、
最
近
十
五
年
間
の
初
期
議
会
史
研
究
に
お
い
て

「
酵
母
の
よ
う
な
的
き
」
(
テ
ム
プ
ル
マ
ン
)
を
し
た
。
が
そ
れ
を
全
面
的

資

に
受
入
れ
る
学
者
は
殆
ん
ど
お
ら
ず
、
大
館
分
は
ま
た
そ
の
時
々
の
向
調
者

で
も
あ
る
、
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

川
間
彼
ら
の
移
し
い
研
究
は
、
殆
ど
線
総
論
文
の
か
た
ち
で
発
表
さ
れ
た
。

割
註
に
出
て
く
る
雑
曲
悼
の
格
認
闘
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。

叶
-
戸
出
・
問
・

l
吋

5
8
s
s
s
m
。同

HVm初
OE]
出

E
g
g
-
ω
3
2
uア

一切・

H・国・

HN・
l
切口

}FEロ
O同
HV白

F
a
z
s
c同
目
印
ぢ

z
s
-
m中

や

帥

骨

髄

Hnv
・

開
・
国
・
戸

l
開口問医師叩

H
E
m
S
H
E
-
F丘
町
唱
-

F
・
O-
嗣

P
I
E
d
q
P
R
R
q
M
g
i
g
-

煩
粛
を
さ
け
る
た
め
、
品
聞
文
名
は
省
略
し
た
。

聞
と
と
に
至
っ
て
磁
会
に
お
叫
り
る
司
法
機
能
の
強
調
は
、
最
高
潮
に
諸
島
す

る
。
乙
れ
に
対
し
て
は
、
最
近
、
初
島
項
目
円

F
H・
0
・
が
鋭
い
批
判
を
行

な
っ
て
い
る
{
呂
巳

2
8曲
目
士
宮
冨
包
広
三
何
回
四
]
】
笹
田
ユ
S
B
S
F

N
N
E
P
R
E
8
0ロ
号
。
ロ
雪
E
Z
C
H
g
u
ゐ
C
C
E
S
8
5
任。

d包
4
・

0向
。
宮
間
0
4
5
5
8
)。

彼
の
主
張
は
、
乙
う
で
あ
る
。
乙
の
傾
向
は
も
と
も
と
メ
イ
ト
ラ
ン
ド

に
捕
を
発
す
る
が
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
は
必
ず
し
も
乙
の
こ
と
を
明
言
し
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
乙
の
ば
あ
い
、
司
法
機
能
と
い
う
の
は
、
請
願
に

対
し
て
法
的
な
救
済
を
与
え
る
乙
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
「
実
際
は
請

願
は
い
つ
も
『
正
義

l
裁
判
』
を
求
め
た
の
で
は
な
い
:
・
:
:
:
そ
れ
ら
の

'ehグ
ア

多
く
は
純
然
た
る
恩
恵
を
求
め
た
の
で
あ
る
」
。
そ
し
て
そ
の
主
張
の
板

拠
と
し
て
、
彼
は
二
つ
の
史
料
ー
ー
そ
の
一
つ
は
一
二
五
八
年
の
オ
タ
ス

フ
ォ
ー
ド
協
約
に
含
ま
れ
て
お
り
、
他
は
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
治
世
の
第
八

年
目
の

Q
0
8
m
oロ
に
含
ま
れ
て
い
る
ー
ー
を
引
用
し
、
分
析
す
る
。

そ
れ
ら
か
ら
、
パ

1
ラ
メ
ン
ト
な
い
し
国
王
と
そ
の
カ
ウ
ン
シ
ル
の
仕
事

は
王
国
の
大
問
題
(
国
主
の
外
国
の
所
領
等
の
)
や
恩
恵
に
か
か
わ
る
問

題
で
あ
っ
た
乙
と
が
十
分
推
測
さ
れ
る
と
い
う
。

仙
乙
れ
ら
役
人
膚
の
実
態
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
論
文
と
し
て
は

。EE
D・
O
・
MM・-a
百ロ岡崎白

2
0
H
r
B仏
任
。
の

O
B
S両
段
々
え
骨

r

m
g
E古
田

加

の

C
H
A
d
ζ
M何
回
(
H
E
)
L旬・
ω
P
E
S
参
照
。
乙
の

研
究
に
お
い
て
、
タ
ッ
テ
イ
ノ
は
の
持
旦
句
。
向
。

r
s
g
q
当
時
H
E官

キ

u
e
F
ス
・
タ
ヲ
ー
タ

の
中
か
ら
、
一
三
五
名
の
国
王
の
書
記
官
を
拾
い
出
し
(
そ
の
中
、
サ
ム
プ

ル
と
し
て
、
十
七
名
に
つ
い
て
は
土
地
保
有
者
と
し
て
の
経
歴
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
)
、
分
析
し
て
、
い
く
つ
か
の
点
に
わ
た
り
、
彼
ら
の
性
格

規
定
を
試
み
て
い
る
(
主
と
し
て
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
治
下
)
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
ら
の
姓
名
は
地
名
に
由
来
し
て
い
る
者
が
多
く
、

そ
れ
か
ら
判
断
す
る
と
、
彼
ら
の
出
白
地
は
、
フ
リ
l
・
テ
ナ
ン
ト
の
多

い
東
部
・
南
部
の
緒
州
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
彼
ら
自

身
フ
リ
i
ホ
ル
ダ
ー
階
層
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
国
王
の
忠
実
な

奉
仕
者
で
あ
る
と
問
時
花
、
「
よ
き
統
治
に
お
け
る
彼
ら
の
絡
金

I
剰
響

は
、
彼
ら
の
出
身
階
層
の
そ
れ
と
同
様
大
き
か
っ
た
」
か
ら
、
自
ら
の
階

層
の
た
め
に
も
よ
く
奉
仕
し
た
。
ま
た
彼
ら
は
請
願
の
受
週
人
と
し
て
も

活
躍
す
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
ば
あ
い
、
シ
ア
イ
7

・
パ
ラ
か
ら
提
出
さ
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イギリス初期議会史研究の動向について

れ
る
請
願
を
書
式
化
し
た
り
、
有
利
な
助
言
を
与
え
た
り
す
る
の
に
大
い

に
力
を
貸
し
た
。
ま
た
ク
ッ
テ
イ
ノ
は
彼
ら
が
対
仏
外
交
閥
題
に
お
い
て

も
、
係
争
点
の
整
理
に
貢
献
し
た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
そ
の
苦
い
経
験
(
ジ

ョ
ン
玉
以
来
、
大
陸
に
お
け
る
所
領
を
喪
失
し
た
事
情
を
銀
超
せ
よ
)
か

ゼ

ナ

フ

オ

ピ

ア

ら
、
彼
ら
の
間
に
「
外
人
ぎ
ら
い
」
が
生
じ
、
そ
れ
が
当
時
の
国
家
意
織

に
大
き
な
刺
戟
を
与
え
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
(
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
治

下
に
お
け
る

H
m
ロ
D
U
F
O
E
白
ロ
ロ
色
。
ロ
色
白
日
)
。
最
後
に
彼
ら
の
収
入
と
昇

進
の
問
題
に
ふ
れ
、
俸
給
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
が
、

知
行
(
司
教
、
修
道
院
長
等
が
就
任
す
る
際
、
国
王
が
彼
ら
か
ら
徴
収
す

る
同
意
料
の
一
部
や
空
席
と
な
っ
た
聖
職
者
の
職
が
そ
れ
に
あ
て
ら
れ

る
〉
は
、
大
部
分
教
会
側
の
負
担
に
お
い
て
、
ふ
ん
だ
ん
に
給
与
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
乙
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

さ
て
、
右
の
ク
ッ
テ
イ
ノ
の
研
究
で
、
と
く
に
興
味
深
い
の
は
、
国
王

の
役
人
た
ち
と
自
由
土
地
保
有
者

l
カ
7

ン
ズ
と
の
、
利
害
・
感
情
に
お

け
る
い
わ
ば
一
体
感
と
も
い
う
べ
き
も
の
の
存
在
の
指
橋
で
あ
ろ
う
。
乙

の
辺
に
下
院
拾
頭
の
先
ぶ
れ
を
見
出
す
と
と
も
不
可
能
で
は
な
い
よ
う
に

恩
わ
れ
る
。
エ
ド
ワ
l
ヅ
も
ま
た
、
国
王
の
役
人
た
ち
の
議
会
に
対
す
る

き
わ
め
て
大
き
な
貢
献
の
一
つ
は
、
彼
ら
が
国
王
に
カ
マ
ン
ズ
召
集
の
意

見
を
注
進
し
た
乙
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ぇ
・
出

E
C口同
H
E
m
s
L
岳
町

Z
E
F
2同
日
開
ロ
岡
町
田
V

H

M
肺
門

]FEHgfs-ω
∞lω由・

初
期
議
会
に
つ
い
て
の
最
も
新
し
い
、
か
つ
代
表
的
な
研
究
者
の
見
解
に

立
入
る
前
に
、
こ
の
R
!
S
の
見
解
と
顕
著
に
対
立
し
た
二
人
、

Q
E
H
F

戸
〈
・
と
巧

HEgopω
・
の
見
解
を
み
て
お
こ
う
。
初
め
ミ
ス
・
ク
ラ
l

ク
の
所
論
か
ら
(
日
刊
誌
九
円
九
時
発
見
窓
口
)
。

彼
女
は
、
ま
ず
、

R
l
S
の
初
期
の
議
会
の
記
録
の
研
究
が
「
代
表
と
同

ナ
シ
ヨ

+'w-
ア
セ
ム
プ
9

A

I

，apy
ト
・

意
と
の
原
理
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
た
国
民
的
集
会
の
端
緒
」
や
「
身
分

オ
プ
・
イ
ス
テ

1
ツ

議
会
の
機
能
の
性
格
に
つ
い
て
国
王
、
臣
民
が
何
を
考
え
て
い
た
か
」

に
関
し
て
何
も
語
っ
て
く
れ
な
い
以
上
、
こ
の
よ
う
な
重
大
問
題
に
つ
い
て

の
知
識
は
、
こ
れ
を
別
の
史
料
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
所
信

か
ら
出
発
す
る
(
一

J
d
v
g・
)
。
そ
こ
で
彼
女
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、

か
の
有
名
な
宮
え

g
吋

8
2島

F
H
E
B
E
E
B
で
あ
る
。
こ
の
史
料

は
元
来
歴
史
家
の
隠
で
そ
の
価
値
を
疑
わ
れ
て
き
た

(hpvu制
側
一
お
純
一
湘

↓
一
色
批
判
制

f
w
u肌
引
叫
ト
げ
ん
V
訂
。
)
ο

に
も
拘
わ
ら
ず
ク
-
7
1
タ
は
、
当

時
の
人
々
の
議
会
思
想
の
解
明
と
い
う
点
か
ら
こ
の
史
料
を
取
扱
い
、
代
表

と
同
意
と
に
基
づ
い
た
議
会
と
い
う
彼
女
の
見
解
を
裏
付
け
る
。

彼
女
に
よ
れ
ば
、
王
国
の
す
べ
て
の
身
分
。
正
月
が
、
責
任
を
頒
ち
も

っ
て
い
る
共
通
の
課
題
に
相
協
力
し
て
当
る
と
い
う
形
で
、
統
治
の
仕
事
に

参
加
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
こ
そ
己
包
5
・
で
あ
り
(
…
立
体
)

一
三
二
二
年
以
後
は
事
実
上
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
と
い
う
。
彼
女
は

こ
の
年
を

d
向。
ιロ
へ
成
立
の
年
と
し
て
確
定
す
る
の
に
腐
心
し
た
が
、
そ
の

年
は
ま
た

ω仲間
E
8
0同
J

円
。
長
の
出
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
‘
冨

agu

の
説
を
よ
く
反
映
し
て
お
り
、
逆
に
「
ロ
向
。

ι
5
の
意
見
全
体
は
、

こ
の
法

北法 13(1・199)199 



料

令
の
中
に
簡
潔
に
表
現
さ
れ
て
い
た
」
の
で
あ
る

Q
F
E
・
)
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
史
料
は
、
中
世
の
議
会
史
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
大
で
あ
っ
た
一
三
一

一
|
|
一
一
一
一
一
一
一
一
の
政
治
闘
争
の
成
果
を
、
実
際
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
っ

資

た
。
こ
の
抗
争
は
議
会
に
新
ら
し
い
変
化
を
与
え
た

Q
F
E
・)
Q

寸
な
わ
ち

こ
れ
ま
で
国
王
と
目
白
m
E
S
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
き
た
政
治
的
機
能
を

カ
マ
ン
ズ
も
ま
た
揮
う
こ
と
と
な
り
、
ヨ
!
ク
法
の
起
草
者
た
ち
は
意
識
的

に
こ
の
共
同
責
任
の
原
理
を
誼
っ
た
。
そ
し
て
と
の
原
理
は
ご
ニ
二
二
年
に

お
い
て
初
め
て
明
確
に
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
以
前
か
ら
の

議
会
発
展
の
一
貫
し
た
帰
結
で
あ
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
議
会
自
体
、

彼
女
に
よ
れ
ば
、
身
分
議
会
で
あ
り
ご
体
化
し
た
社
会
の
公
的
な
集
会
」

(
間
叩
J

司
・
)
で
あ
っ
て
、
中
山
2
1
Lお
ふ
即
口
駅
と
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ

る。
と
と
ろ
で
こ
の
同
意
と
は
封
建
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
顕
著
に
見
出
さ
れ

る
慣
行
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
代
表
(
制
)
を
欠
い
て
い
た
。
ま
た
代
表
(
制
)
は

ロ
z
h
T
W
-
a
n
V
7
a
p
y
t
r

国
王
の
統
治
機
構
、
と
く
に
司
法
活
動
に
お
い
て
固
有
な
も
の
と
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
が
(
註
日
参
照
)
、
そ
れ
は
同
意
を
含
ん
で
い
な
か
っ
た
。
十
三

世
紀
に
お
い
て
こ
れ
ら
ニ
つ
の
も
の
が
教
会
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
た
。
聖
職

者
が
ま
ず
課
税
に
つ
い
て
代
表
と
間
意
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
俗

人
が
こ
れ
を
学
ん
で

6
白
色
。
自
ロ
時
相
官
回
包
z
r
o
g昆
吉
田
品
目
】
HoggHU

の
原
則
を
樹
立
し
た
窃
一

p
u
l・)。

4・写

以
上
が
ク
-
7
1
ク
の
見
解
で
あ
る
。
そ
の
前
半
は
結
局

d幽

agu
と

G
S
E
R
-
と
の
解
釈
と
に
拠
っ
て
い
る
が
、
そ
の
何
れ
も
厳
し
い
批
判
を
蒙

っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
代
表
(
制
)
の
教
会
起
源
説
も
、
厳
密
な
意
味
で
は
、

彼
女
が
パ
イ
オ
ニ
ア
で
は
な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
女
の
業
蹟
を
称
え
ね

ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
の
議
会
の
意
義
ま
た
は
彼
ら
の

意
図
を
直
接
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
記
録
史
料
を
使
う
人
々
の
陥
り

が
ち
な
「
為
さ
れ
た
も
の
か
ら
意
歯
さ
れ
た
も
の
を
演
縛
す
る
危
険
」
(
テ

ム
プ
ル

7

ン
)
に
対
し
、
い
わ
ば
思
想
史
的
方
法
を
以
て
、
大
胆
に
提
言
し

た
か
ら
で
あ
る
。

間

ク

ラ

l
ク
の
本
書
の
書
評
を
行
な
っ
た
ハ
ス
キ
v
J

ズ
に
よ
れ
ば
、

d
向。《凶

gu
の
成
立
年
代
を
穣
定
し
よ
う
と
し
て
彼
女
の
あ
げ
て
い
る
愉

拠
は
、
大
半
、
情
況
証
拠
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
女
の
い
う
よ
う

に、

G
s
z
s
u
一
が
「
す
べ
て
の

2
g
g
(
こ
の
用
法
が
嘆
昧
で
あ
る
)
の

調
和
あ
る
協
働
の
理
想
」
を
表
わ
し
て
い
る
と
は
、
到
底
、
考
え
ら
れ
な

い
と
い
う
。
口
問
・
〉
旨
巾
・
同
・
岡
山
-u
凶
円
、
司
・
叶
誌
ム
-

G
S百
件
巾
.
の
問
題
の
箇
所
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

E
g
g
-
g
n
V
8
0
官
。
回
向
。
ロ
同
岱

g
g宮
町
宮
同

}
g
g
H
t
ロ
a
g
H

ωゆ
仲
間

E
H
W
H
a
a
ι
o
m
g
Z
5・
2
Z
H
E
E
含

g
E
S
{〉
v
a

LE
宮
OHM-mw
目
白
仲
良
可

2
2
2
2邑巾
g
w
g
gゲ
問
。
曲
目
冨
HEHM拍
ロ
霞

宮
門
ロ
020『
お
お
ロ
C
H
F
H
D
F
R
E吋
]

目

印

由

自

仲

Lg-MS}同
R
w
n
oロロ件
g

2
r由吋
o
g
g
a
r
n
O
B自
己
口
同

HHS
仏ロ

H自
国
主
自
由
(
恩
師
巨

M
U
F
E
n
o
g回
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イギリス初期灘会史研究の動向について

回同同骨曲目
H
W

但ロロ田空
H
同
H

m

n

冊
由
市
ロ
曲
吋
柑
円
四
3

有
の
文
中
の
傍
線
の
二
筒
所
が
解
釈
上
問
題
と
な
る
。
最
近
、
乙
の
問
題

を
取
扱
っ
た
の
包
ロ

g
M
w
o
a
の
整
理
に
従
っ
て
諸
家
の
見
解
を
列
記
す

る
と
、
ラ
プ
ス
リ
、
ウ
イ
ル
キ
ン
ス
ン
は

A
を
「
あ
る
種
の
立
法
を
含
む

玉
園
の
重
大
問
題
」
、

B
を
「
ナ
イ
ト
・
パ
l
ジ
エ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

と
解
釈
、
ハ
ス
キ
ン
ズ
・
マ
ク
ル
エ
イ
ン
等
ば
A
を
「
財
政
問
題
と
課
税

に
関
す
る
宮

E
n
司
由
民
自
冊
、

B
を
「
カ
マ
ン
ズ
」
と
解
釈
、
ス
ト
レ

l
ず
は
A
を
ぜ
ロ
『
出
口

noロ
8
E
.
B
を
「
胃
色
白
件
。
ゃ
7

、夕、不
l
ト
の
反

復
穏
」
、
ま
た
ド

l
ダ
ル
や
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、

g
s
g
な
る
請

は
、
も
と
も
と
身
分
や
地
位
、
権
力
、
官
磯
、
支
配
領
域
等
様
々
な
意
味

を
も
つ
が
、
乙
の
ぼ
あ
い
、
君
主
の
支
配
領
績
と
ガ
ヴ
ア
メ
ン
ト
を
さ
す

の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
ゲ
イ
ン
ズ
・
ポ
ス
ト
は
以
上
の
諸
見
解
を
紹
介

し
た
後
、
ロ

1
7
法
と
設
会
法
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
、
こ
の
解
釈
間
飽

を
再
検
討
し
、

A
を

anc自
国
O
出
場
叩
眠
時
冊
。
内
回
目
立
国
各
町
広
ロ
包

D
B
:
B

を
カ
マ
ン
ズ
と
し
て
、
ハ
ス
キ
ン
ズ
等
の
見
解
を
継
承
し
て
い
る
。
彼
は

前
掃
の
法
文
の
中
に
、
ロ
ー
マ
法
学
者
や
カ
ノ
ン
法
学
者
に
よ
っ
て
定
式

化
さ
れ
て
い
た

8
8日
自
問

oaの
観
念
が
主
権
を
制
限
す
る
正
当
な

根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
と
、
‘
任
問

g
g
B
O叫
岱
叩

H
g町
ぺ
な
る
句
は
近

代
の
「
国
家
」
概
念
を
予
示
し
て
い
る
乙
と
、
国
王
は
君
。

-
P
B
を
目

指
す
コ
ミ
ユ
テ
イ
の
首
長
で
あ
り
、
同
時
に
成
員
で
あ
り
う
る
こ
と
等
を

読
み
と
る
。
要
す
る
に
最
近
の
研
究
が
、
乙
の
法
令
の
言
明
し
て
い
る
い

わ
ば
「
図
書
事
性
」
を
財
政
的
観
点
か
ら
解
釈
し
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
。
円
。
H
W
山田

gMMO曲件
l
斗
叩
回
同
吋
唱

O
F蛍
富
田
口
晶
子

m
ω
g
g
s

。
四
時
O
吋回円二回

ω司
切
の
d
F
C巴
・
凶
M
H
M
内(区間品

)MM匂
・
台
吋

iωN-
な
お
わ

が
国
に
お
け
る
こ
の
法
令
の
研
宛
と
し
て
は
、
森
筒
敏
一
郎
「
ヨ
ー
ク
条

令
の
一
考
察
」
(
「
史
学
」
二
六
ノ
三
・
四
)
が
あ
る
3

側
代
表
制
の
起
源
を
聖
職
者
の
団
体
に
求
め
る
説
は
、

F
F何
百
回
刊

ロ
0
2巳
n
g
o
a
a
自己

mugg口
邑

c
p
g
H
U
)
に
よ
っ

τ開
始
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
乙
れ
に
つ
い
て
は
、
若
干
、

7

ク
ル
ウ
ェ
イ
ン
(
宮
中

金

2
丘
一
切

a
a
g
z
。
・
宮
・
出
・
ぐ
戸
H
由

ωNwg℃
・
司
司
・
ミ
?
ど
が
批

判
を
行
な
っ
て
い
る
。

ふ
つ
う
英
国
に
お
い
て
は
代
表
制
の
起
源
は
、
シ
ア
イ
ア
・
ハ
ン
ド
レ

V

ユ
1

'

B

X

y

ド
等
の
共
同
体
を
代
表
し
て
司
法
業
務
を
遂
行
す
る
法
延
出
廷
人
〈
法

延
の
主
宰
者
た
る
シ
エ
リ
フ
に
そ
の
他
の
慣
習
(
法
)
を
明
示
す
る
の
が
主

た
る
任
務
)
や
、
と
く
に
へ
ン
リ
二
世
の
法
制
改
準
以
来
、
巡
悶
貌
剥
が

徹
底
さ
れ
た
と
き
、
裁
判
官
の
前
に
召
集
さ
れ
て
発
言
し
た
り
、
記
岨
障
を

提
出
し
た
り
し
た
筋
士
た
ち
等
に
求
め
ら
れ
る
。
記
録
上
、
一
二
五
四
年

に
初
め
て
彼
ら
は
歯
閉
会
に
召
集
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
地
方
行
政
に
お
け
る

慣
行
が
拡
大
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
|
|
。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し

て
、
パ
l
カ
i
は
以
前
の
代
表
制
を
、
単
な
る
「
情
報
の
た
め
の
」
代
表

制
と
し
、
「
活
動
の
た
め
の
」
古
典
の
代
表
制
か
ら
区
別
す
る
。
後
者
が
聖

職
者
の
も
と
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
考
え
や
制
度
の
結
果
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
マ
ク
ル
ウ
ェ
イ
ン
は
、
十
三
世
紀
及
び
そ
れ
円
以
前

に
は
、
両
者
を
区
別
す
る
史
料
的
根
拠
が
な
い
乙
と
、
さ
ら
に
乙
の
古
典
の

代
表
制
を
輸
入
し
た
と
い
わ
れ
る
ド
ミ
ニ
コ
教
団
は
一
一
一
一
二
年
以
前
に

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
容
在
し
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
一
一
二
三
年
の
ジ
ョ
ン

玉
の
令
状
は
各
州
か
ら
「
四
名
の
思
慮
あ
る
騎
士
」
を
選
出
す
べ
き
乙
と

を
命
じ
て
お
り
(
実
際
に
こ
の
集
会
が
行
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
飽
鎌
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料

が
な
い
た
め
不
明
)
、
少
な
く
と
も
観
念
と
し
て
は
、
宗
教
団
体
の
伝
え
る

以
前
国
家
的
規
模
に
お
い
て
代
表
制
の
寄
在
し
た
と
と
を
あ
げ
て
、
パ
ー

ヵ
ー
を
批
判
す
る
。
も
ち
ろ
ん
7

タ
ル
ウ
ェ
イ

y
は
、
後
の
代
表
制
の
発
展

に
対
し
て
職
息
者
が
大
量
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
。

な
お
よ
り
広
汎
な
立
場
か
ら
教
会
と
代
表
制
の
関
連
を
取
扱
っ
た
も
の

と
し
て
出

gNP
。
・
の
研
究
(
出
-
N
門

vupHω-NN喧
I

品∞
w

。
upHHH

ω-Hム
吋
・
)
を
事
劇
。

し
か
し
ま
た
英
国
に
お
け
る
代
表
制
の
問
題
を
、
通
説
の
批
判
を
も
含

め
て
理
飾
的
に
取
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、

g
o
Z
B
S
F
。・
l
斗
宮
切
市
目

色
白
比
百
戸
崎

O同

MNa諸国
g
g民
話
の
0
4冊
目
白
自
己
目
何
回
向

F
E
M
E
認
邑
ヶ

国

2
同二口
a
z
a
o
g
(邑
g
a
a
E
3
h
a
-
門司。

F
回

-
H
U
E
-
B切・

江
口
件
色
町
円
。
白
骨
宮
。
。
白
色

z
a
o
g
m
R
S
E四円
m
p
s
g
が
あ
る
。

ζ

の
槍
文
の
主
眼
は
、
代
表
制
の
観
念
に
つ
い
て
一
連
の
区
別
を
行
な

う
こ
と
に
あ
る
。
ス
テ
ィ

i
ヴ
ン
ス
ン
は
、
ま
ず
、
パ

l
ク
が
「
真
の
代

表
制
と
は
、
あ
る
種
の
人
民
の
名
に
お
い
て
行
動
す
る
人
々
と
j
i
-
-
-
そ

の
人
民
と
の
問
に
、
た
と
え
受
託
者
が
人
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
な
く
と
も

利
害
の
一
体
性
や
感
情
・
願
望
に
お
け
る
共
感
が
あ
る
と
乙
ろ
の
代
表
制

で
あ
る
」
(
巧

R
官

E
W
M
y
g・切
D
E
a
-
-
H
a竺
と
い
う
時
、
そ
の

よ
う
な
代
表
制
か
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
国
側
史
家
の
扱
う
「
実
際
の
代
表
制

す
な
わ
ち
選
出
と
代
表
者
委
任
の
慣
行
」
を
区
別
す
べ
き
乙
と
を
説
く
。

第
二
に
、
陪
審
制
問
ヨ
古
田
え

z
q
と
代
議
制
田
三
お
5

0問
見
回
肖
中

国

ESHWAS
同

o
s
g
g
g同
と
の
区
別
を
説
く
。
前
者
の
本
質
は
、
あ
る

人
々
が
他
の
人
々
を
代
表
す
る
た
め
に
選
ば
れ
る
の
で
は
な
く
、
単
に
審

問
に
対
し
て
真
実
の
答
を
す
る
よ
う
宜
響
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
か
ら

資

で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
議
会
の
は
じ
め
の
機
能
と
蟻
会
に
お
け
る
カ

7
y
ズ
の
は
じ
め
の
機
能
と
の
区
別
を
説
き
、
カ
マ
ン
ズ
が
議
会
に
召
集

さ
れ
る
契
機
を
辿
る
と
き
、
は
じ
め
て
先
に
述
べ
た
「
実
際
の
代
表
制
」

が
理
解
さ
れ
る
と
い
う
。

彼
の
結
論
は
と
う
で
あ
る
。
「
英
国
代
議
制
の
中
核
は
、
独
り
ぎ
め
の

代
弁
者
側
の
共
感
と
か
、
人
民
の
名
に
お
い
て
判
決
を
宣
告
す
る
原
始
的

な
慣
習
で
は
な
く
て
:
:
;
:
・
一
方
で
は
国
王
の
貸
弊
欠
之
に
よ
り
、
他
方

で
は
そ
れ
を
満
た
し
得
る
社
会
集
団
の
力
の
成
長
に
よ
っ
て
ひ
き
包
さ
れ

た
政
治
的
必
要
性
そ
の
も
の
か
ら
産
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
。

次
に

R
l
s
に
対
立
す
る
も
う
一
つ
の
見
解
、
ウ
イ
ル
キ
ン
ス
ン
の
そ
れ

『
印

E
弘
首
苗
宮
同
町
。
。
。
ロ

ω
z
z
t。
ロ
色
同
町
件
。
吟
唱
え
同
町
O
J

に
移
ろ
う
。
一
、
H
，

F
Z
S
E
E
S晶
司
2
2
2
Z
F
P
P昨
日
『
・
お
勾
・
)
。
彼
の
ば

，
仰

ω
司・暗唱
-

H

F

晶・
H
O
曲叶坦・
N
A酔
叶
叫
N

・

、

一

あ
い
、
ま
ず
政
治
的
伝
統
が
問
題
と
な
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
伝
統
は
統

治
に
お
け
る
国
王
と
人
民
と
の
協
働
と
い
う
観
念
に
最
も
よ
く
現
わ
れ
て
い

る
と
い
う
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
両
者
の
機
能
の
相
違
を
認
め
た
上
で
の
協
働

で
あ
る
。
国
王
は
枕
配
か
っ
究
配
す
る
こ
と
が
そ
の
権
利
か
っ
義
務
で
あ
る

こ
と
を
万
人
は
認
め
て
い
た
。
国
王
個
人
の
権
力
は
仏
O
B
g忠
弘
か
ら
成
る

カ
ウ
ン
シ
ル
の
助
言
を
受
け
て
行
使
さ
れ
る
。
他
方

nogg日比
HFag--

2
2
E
ω
同
町
四
国
へ
の
政
治
的
義
務
は
、
カ
ウ
ン
シ
ル
に
対
し
て
補
完
的
で
あ

o
z
P
7
皐
ア

る
が
、
そ
れ
と
異
っ
て
い
た
。
そ
の
義
務
は
法
の
改
廃
、
王
国
の
福
祉
に
か

か
わ
る
重
大
問
題
、
ま
た
は
百
世
間
口
田
口
問
問
。
同
笠
宮
阿
佐

2
8
mロ
叱
等
に
岡

北法 13(1・202)202 



意
を
与
え
る
こ
と
で
あ
り
、
国
王
が
誤
り
を
犯
し
た
と
・
斉
¥
彼
を
匡
す
の
も

そ
の
義
務
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
義
務
は
、
実
際
は

7

グ
ネ

l
ト
が
代
表
し
て
負
担
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
時
に
は
(
ト
ヮ
一
込

山
あ
れ
に
一
)
権
力
的
野
心
を
燃
や
し
す
ぎ
彼
ら
は
背
伸
び
し
す
さ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
が
、
そ
れ
が
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
王
権
の
纂
奪
の
如
き
は
許

せ
な
い
も
の
と
す
る
中
世
の
政
治
的
伝
統
の
強
み
を
示
し
た
も
の
に
他
な
ら

E
、。

品
山
、
uv中

世
の
統
治
機
構
が
よ
ろ
め
く
の
は
、
こ
の
政
治
的
伝
統
が
不
評
に
陥
る

十
五
世
紀
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
徴
俣
の
一
つ
は
マ
グ
ネ
l
ト
に
よ
る
カ

イギリス初期議会史研究の動向について

ウ
ン
シ
ル
支
配
及
び
宮
僚
制
的
ル
ー
チ
ン
の
発
達
に
よ
る
国
王
個
人
の
権
力

の
漸
次
的
減
少
で
あ
り
、
他
は
、
ピ
ロ
F
d
R
Z
H
8
8間
口
町
が
と
く
に
財
政
悶

題
に
お
い
て
同
意
の
権
利
と
義
務
を
管
理
権
句
。
唱
告
白
内

2
己
H
D
}

に
変
え

て
し
ま
っ
た
時
に
現
わ
れ
る
。

上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
ほ
ぼ
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ウ
イ
ル
キ
ン
ス

は
パ

l
ラ
メ
ン
ト
と
カ
ウ
ン
シ
ル
と
は
夫
々
別
個
の
制
度
で
あ
る
と
考
え

る
。
後
者
は
前
者
に
そ
の
場
所
を
も
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
前
者
は
後
者
の

拡
大
さ
れ
た
集
会
で
は
な
い
。
議
会
は
あ
く
ま
で
、
国
家
の
重
大
問
題
を
輸

ず
る
際
、
国
王
と
旬
。
匂
己

g
と
の
協
働
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
な
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
司
法
的
機
能
の
比
重
の
大
き
か
っ
た
こ
と
を
否
定
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
強
く
否
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
上
述
の
議
会
の
第

一
義
的
機
能
が
司
法
的
活
動
に
よ
っ
て
凌
駕
さ
れ
た
と
か
雌
昧
に
さ
れ
た
と

か
い
う
見
解
な
の
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
キ
ン
ス
ン
の
見
解
が
、

R
l
s
、
7

ク
ル
ウ
ェ
イ
ン

ひ
い
て
は
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
見
解
に
反
す
る
、
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ

ろ
う
。
事
実
彼
は
一
三

O
五
年
の
凹
旬
祭
議
会
の
解
散
宣
言
を
再
検
討
し

(叩点
E
・
)
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
を
批
判
す
る
。
彼
に
あ
っ
て
は
残
留
さ
せ
ら

れ
て
い
る
人
々
が
評
議
会
の
メ
ム
パ
!
以
外
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
、

P
E

E
L回目
gH
と
よ
ば
れ
る
所
以
な
の
で
あ
る
(
和
ド
舶
が
島
町
)
。
さ
ら
に

彼
は
十
三
・
四
世
紀
の
カ
ウ
ン
シ
ル
の
機
能
を
詳
し
く
分
析
し
、
通
常
考
え

ら
れ
て
い
る
ほ
ど
強
力
な
権
能
を
そ
れ
が
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す

(一詰
F
E・
)
。
す
な
わ
ち
カ
ウ
ン
シ
ル
の
仕
事
は
町
ずi
す
る
こ
と
に
あ
る

ア
ド
グ
ア
イ
ズ

の
で
な
く
助
言
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
れ
故
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
品
目
の
晩
年
の
よ
う
に
、
実
際
カ
ウ
ン
シ
ル
が
強

力
な
権
力
を
採
っ
て
い
る
事
態
に
直
面
す
る
と
、
彼
は
次
の
よ
う
な
説
明
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
例
外
的
事
態
で
あ
る
、
国
王
は
対
外
戦
争
に
忙

し
く
、
カ
ウ
ン
シ
ル
は
、
一
時
的
に
そ
の
通
常
の
仕
事
を
奪
わ
れ
、
国
王

の
地
位
を
代
行
し
、
彼
の
壁
力
を
行
使
し
た
の
で
あ
る
、
え
だ
が
史
料
上

こ
の
点
は
次
の
よ
う
に
論
ず
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
ω

ζ

う
し
た
例
外
的
状

況
に
お
い
て
、
カ
ウ
ン
シ
ル
は
、
単
に
、
正
規
に
は
、
鼠
王
が
そ
の
執
行
カ

を
借
り
て
行
使
す
る
通
常
の
権
力
を
行
使
し
つ
つ
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
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料

円
テ
ム
プ
ル
マ
ン
」
。
ま
た
一
三

O
五
年
の
解
散
宣
言
の
再
解
釈
も
、
ラ
プ

ス
リ
に
よ
っ
て
過
剰
解
釈
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
(
目

h
♂
じ
。
こ

の
よ
う
な
点
に
彼
の
理
論
(
川
弘
U

抑
制
位
和
的
恥
わ
駅
伝
的
醐
叶
)
を
全
面

的
に
受
入
れ
が
た
い
理
由
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
初
期
議
会
の
政
治
的
側

資

面
に
光
を
あ
て
た
彼
の
議
論
は
、
次
に
紹
介
す
る
最
も
新
し
い
、
代
表
的

な
研
究
者
の
展
開
か
ら
み
て
、
頗
る
重
要
性
を
も
っ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

I
V
 

HuognrHV・
玄

{Ea
署
員
こ

H
Z
E
H
F
o
r
a
J
と

Eznrs

.

F
何
色
調
同
島
問

H・
H
E叶

a噌・
2
F
N
U
E
U
串凶・」

白
星
句
、

H，・司・

1
・
E己仙
goa-zso
帽をお
F
E
5
3
2
3
も
ま

，f
調
理
w
Z
N叶
l
H
帥白血・」吉田・
H

・

s・田
Mag・
」

た
パ

I
ラ
メ
ン
ト
は
カ
ウ
ン
シ
ル
の
周
り
に
成
長
し
て
ぎ
た
と
考
え
る
点
で

メ
イ
ト
ラ
ン
ド
の
弟
子
で
あ
る
、
が
両
者
の

R
l
s
と
決
定
的
に
異
る
点

は
、
彼
ら
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
即
位
当
時
の
議
会
を
確
立
さ
れ
た
制
度
と

見
な
さ
ず
、
十
三
世
紀
の
議
会
を
、
形
式
も
機
能
も
未
分
化
な
形
成
期
と
考

え
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
点
で
あ
る
。
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
に
よ
れ

ば
、
議
会
の
権
能
や
構
成
が
明
白
と
な
る
の
は
、
百
年
戦
争
の
前
半
で
あ
る

と
い
う
(
持
・

4

ボ
ー
イ
ク
の
見
解
|
|
そ
れ
は
主
と
し
て
ヘ
ン
リ
一
一
一
位
の
治
世
の
後
半

信

ら

れ

て

い

る

ー

に

入

ろ

う

露

骨

1
・
)
。
彼
に
よ
る
と
、

ζ

の

セ
Y
ト
ヲ
ル
-anグ
7
4
p
y
ト

時
期
の
中
央
ー
政
府
は
二
つ
の
仕
掛
け
を
頻
繁
か
つ
よ
り
体
系
的
に
利
用
し

て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
一
つ
は
、
主
要
な
司
法
問
題
を
開
廷

パ
ロ
ン
ズ
・
オ
プ
・
イ
タ
ス
4
7
E

ヲ
カ

1

a

，

期
間
の
早
い
時
期
ー
ー
ー
そ
の
時
は
、
裁
判
官
、
財
務
裁
判
所
裁
裁
判
官
、
評

議
会
の
常
任
メ
ム
パ

l
等
が
協
力
し
て
活
動
で
き
る
ー
ー
に
留
保
し
て
お
く

と
い
う
慣
行
で
、
こ
れ
に
は
、
時
折
パ
1
ラ
メ
ン
ト
と
い
う
名
称
が
与
え
ら

れ、

7

グ
ネ
l
ト
も
出
席
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
も
う
一
つ
の
仕
掛
け
と
は
、
遥
か
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
だ
が
、

王
国
の
問
題
に
関
し
、
国
王
と
討
議
す
べ
〈
7

グ
子
l
ト
を
召
集
す
る
と
い

う
慣
行
で
、
こ
れ
に
も
ま
た
パ
1
ラ
メ
ン
ト
と
い
う
名
称
が
冠
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
必
ず
し
も
前
者
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
が
こ
の
こ
と

は
、
二
種
類
の
パ

l
ヲ
メ
ン
ト
が
、
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

く
、
「
一
方
は
国
王
と
彼
の
役
人
に
他
方
は
7

グ
ネ
l
ト
た
ち
に
バ

l
ラ
メ

ン
ト
の
価
値
を
意
識
さ
せ
た
条
件
の
聞
に
差
の
あ
っ
た
」
(
時
一
?
咽
・
)
こ
と

を
意
味
す
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
時
代
が
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の

点
か
ら
み
た
パ

i
ラ
メ
ン
ト
の
聞
に
時
と
処
に
お
い
て
完
全
な
一
致
が
存
す

る
か
ら
で
あ
る
。

ポ

l
イ
ク
に
と
っ
て
は
、
当
時
の
人
々
が
議
会
に
集
っ
た
の
は
あ
く
ま

で
「
便
利
だ
か
ら
そ
う
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
」
(
一
姥

-L・
)
、
エ
ド
ワ

ー
ド
一
世
治
下
に
お
い
て
も
な
お
、
議
会
の
仕
事
に
は
裁
判
政
治
財
政
等
の

問
題
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
の
メ
ム
バ
ー
は
何
か
明
確
な
予
め
定
め
ら
れ
た

方
針
に
従
っ
て
出
席
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
の
見
解
に
移
ろ
う
。
彼
の
研
究
対
象
は
主
と
し
て
エ
ド
ワ
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ー
ド
三
世
の
治
世
の
最
初
の
十
年
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば

チ
タ
島
'

ご
三
二
七
年
に
は
バ

i
ラ
メ
ン
ト
を
他
の
集
会
か
ら
分
か
つ
明
瞭
で
特
殊

む
区
別
は
ま
だ
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
」
(
咋
ポ
サ
こ
の
点
彼
は

dHE-

-7'a方
酌
W

自

8
2
B
.
と
い
う
言
葉
が
公
用
上
す
で
に
特
殊
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と

す
る
R
i
S
の
批
判
者
で
あ
る
。
が
や
が
て
そ
う
な
る
べ
き
多
く
の
徴
候
は

見
出
さ
れ
る
と
い
う
。

そ
の
一
っ
と
し
て
カ
マ
ン
ズ
の
拾
頭
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
二
五
八
|
一
三

0
0ま
で
は
九
回
に
一
度
の
割
合
で
し
か
議
会
に
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
カ

イギリス初期議会史研究の動向について

マ
ン
ズ
が
、
と
の
臨
時
期
に
は
、
約
半
数
の
世
間
会
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

d
v
'
p，
ナ

イ

ト

パ

0

・
ジ
エ
ス

ま
~
た
下
級
聖
職
者
の
代
表
は
、
ヵ
7

ン
ズ
の
主
体
た
る
騎
士
・
都
市
民
と
の

関
係
を
断
ち
始
め
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
聖
俗
の
個
々
の
貴
族
は
、
エ
ド
ワ
ー

ド
一
世
治
下
の
ば
あ
い
よ
り
も
、
益
々
定
期
的
か
っ
一
貫
性
を
以
て
召
集
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

ζ

れ
は
エ
ド
ワ
ー
ド
二
世
治
下
に
お
け
る
変
化
と
し
て

特
に
注
目
す
べ
き
と
と
で
あ
る
。
国
王
と
共
に
永
久
的
に
議
会
に
座
席
を
も

つ
貴
族
身
分
宮
崎
町
回
開
ク
宮
尾

O

ご
Z
F
E
の
観
念
が
確
立
さ
れ
た
の
は

ま
さ
に
彼
の
治
下
に
お
い
て
で
あ
唱
た
か
ら
(
炉
問
口
J
N・
h
W
E
E
-
)。

機
能
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
「
議
会
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
ま
で
に
、

こ
の
園
の
全
般
的
な
政
治
・
行
政
的
監
督
に
つ
い
で
、
立
法
的
側
面
が
そ
の

最
も
特
徴
的
か
つ
一
重
要
な
活
動
分
野
と
な
り
」
、
議
会
制
定
法
が
「
法
的
憲

法
的
生
活
の
中
心
に
諸
国
た
る
盟
を
占
め
た
」
(
建
J
ヲ
)
。
同
時
に
前
世

紀
ま
で
優
位
を
占
め
て
い
た
司
法
的
機
能
は
漸
次
後
退
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
三

世
治
世
初
期
の
パ

l
ラ
メ
ン
ト
は
名
目
上
司
法
制
度
の
冠

ng唱
ロ

a

F柑

]
E
L
E
丘
町
島
悼
の
刊
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
裁
判
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

カ
ウ
ン
シ
ル
の
権
能
が
ま
だ
十
分
強
く
、
実
質
的
に
そ
の
処
理
に
当
↓
っ
た
た

め
、
パ

l
ラ
メ
ン
ト
は
、
こ
れ
に
の
み
留
保
さ
れ
て
い
る
一
種
の
最
高
司
法

権
を
行
使
す
る
機
会
を
失
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
パ

i
ラ
メ
ン
ト
は
、
構
成
、
機
能
に
お
い
て
、
新
し
い
明
確
な
形

を
取
り
始
め
つ
つ
あ
っ
た
。

以
上
で
九
人
の
代
表
的
見
解
の
紹
介
を
終
る
。
が
と
の
後
テ
ム
プ
ル
マ
ン

は
、
初
期
議
会
の
問
題
と
し
て
は
、
な
お
カ
7

ン
ズ
の
歴
史
の
問
題
が
残
る

と
し
て
、
数
多
く
の
研
究
に
註
を
附
し
、
そ
れ
ら
の
見
解
を
略
述
し
て
い

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
今
日
、
初
期
議
会
史
と
の
関
連
で
、
カ
マ
ン
ズ
が
問
題

に
さ
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
視
角
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
ほ
い
か
に
し
て
強

会
に
関
係
す
る
に
至
り
閥
、
い
か
K
し
て
そ
の
地
位
を
確
保
し
、
権
威
を
拡

大
し
よ
う
と
し
た
か
刷
。

こ
こ
で
は
簡
単
に
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

刷
に
つ
い
て
は
、

Eat-以
来
の
見
解
が
あ
る
(
勾
島
町
白
日
間

引
月
賦
!
日
以
-Jhw)。
こ
れ
は
州
、
都
市
の
代
表
が
、
彼
ら
を
送
つ

今

U'''
・
イ
y
-
a
m
ウ
ン

V
W

た
人
々
の
問
題
を
評
議
会
の
国
王
の
前
に
提
出
す
べ
く
議
会
に
赴
き
、
逆
に
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彼
ら
が
帰
郷
す
る
際
に
、
国
王
の
命
令
を
そ
れ
ら
の
入
々
に
持
ち
帰
っ
た
、

つ
ま
り
諮
問
願
者
と
し
て
来
た
と
い
う
も
の
で
、
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て

資

層
明
確
に
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
す
で
に
国
防

E
F

E
Zロ
S
等
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
国
王
貨
幣
要
求
説
が
あ
る
。
比
較

的
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
ハ
ス
キ
ン
ズ
は
エ
巨
ワ
l
ド
一
世
時
代
を
通
じ
て

次
の
よ
う
に
い
う
、
「
代
表
と
し
て
の
資
格
に
お
い
て
も
個
人
の
資
格
に
お

い
て
も
ナ
イ
ト
や
パ
ー
ジ
エ
ス
は
議
会
に
請
願
を
提
出
す
る
こ
と
が
少
な
か

っ
た
」
、
彼
ら
は
も
と
も
と
財
政
上
の
目
的
の
た
め
国
王
が
召
集
し
た
の
で

hr吋
E
O

咽
島
常
冨
臣
良
阿

8
句
岳
部
喧
一

E
毘
婿

g
g
p
m
Eユ
宮
自

g
z
o同J

あ
ろ
う
。

{
E
4
2司

2
・
E
開
・
国
-
M・
ロ
ロ

E
-
H
8・
)

と
の
見
解
は
彼
の
後
継
者
で
あ
る
ス
テ
ィ

l
ヴ
ン
ス
ン
等
に
よ
っ
て
さ
ら
に

詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る
(
勾
凶
跨
刊
誌
終
結

q
p
n刊
誌

作

忠
一
‘
乱
闘
町

g
q
S
E
a
s
z
J。

え
の
・
回
・
国
S
E
E
-
包
同
喧
・
』

先
に
掲
げ
た
間
婦
の
中
、

ωに
入
る
。

別
内
宮
町
公
・
し
『
・

0
・
に
よ
れ
ば
、

カ
マ
ン
ズ
が
定
期
的
に
議
会
に
現
わ
れ
出

す
一
一
一
ニ
三
八
年
ま
で
に
、
代
表
者
は
彼
ら
を
送
っ
た
人
々
か
ら
壬
自
由
同
U
0
・

お
曲
雷
叱
を
授
け
ら
れ
て
来
て
お
り
、
「
こ
の
『
全
権
』
は
代
表
者
の
法
的
属

性
と
し
て
積
立
さ
れ
、
国
王
自
身
の
コ

1
ト
で
の
法
律
的
議
論
の
根
拠
を

ハ
代
表
者
の
)
助
言
に
与
え
る
と
い
う
意
味
合
を
も
っ
と
解
さ
れ
る
ほ
ど
ま

に
お
い
て
自
己

主ぞ
を、
電て

じそ
くち
強挫
化写
し N

-マて
い三
< は
---、S'叶...胸打、
昨 u こY

詰己な

pEi 
55包
ぇ5E
F露関
甲車題

で
に
な
っ
た
」
。

自
。
ロ

E
o
s
-
H
a守
宮
阿
・
国
-
J
O

河

-
-
F〈
出
回
目
・
ミ
ヤ
曲
N

・

』

し
か
し
そ
れ
以
外
の
点
、
た
と
え
ば
譜
願
に
つ
い
て
は
、

E
百
P
0・

は
、
カ
マ
ン
ズ
の
そ
れ
が
特
別
の
ウ
エ
イ
ト
を
お
か
れ
る
こ
と
な
く
「
無
差

-
S

マ
ネ
ス
'
u
p
ペ
少
イ
V
ヨ
y
ズ

別
に
他
の
『
全
く
普
通
の
請
願
』
と
一
諸
に
混
入
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て

'
p
「
‘
叶
宮
崎

R
U
E
E
B品
自

R
E
S号
。
同

5
0
=
B
E
g
g
m
o
噌
耳
目
仲

SE--J
。

し
Z
F
H
U

同
宏
司
o
c
a
e
o
Z
F
P耳
目
可
山
口
開
・
国
・
H
N

・・

F
S
司・朗
8
・

}

ま
た
リ
チ
ア

1
ド
二
世
時
代
の
カ
マ
ン
ズ
の
政
治
的
行
動
に
着
旬
し
た
リ
チ

ァ
l
ド
ス
ン
は
、
彼
ら
が
国
王
や
マ
グ
ネ
1
ト
に
対
し
、
盲
従
的
と
い
え
る
ほ

ど
従
属
的
で
あ
っ
ち
」
と
高
橋
し
て
い
る

(
N
q
b
持
J

北
詩

貯
お
吋
問
符
)
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は

p
p
戸
芦
に
よ
っ
て
引

用
さ
れ
て
い
る
当
時
代
の
史
料
(
一
三
九
九
l
一四
O
O
の
織
金
に
お
け
る
同

5

f

た
ち
の
行
動
を
調
刺
L
た
一
州
騎
士
の
飽
銀
、

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
「
位
取
り
は
あ
る
が
、
そ
れ
自
身
は
何

の
意
味
も
も
た
ぬ
算
術
上
の
零
の
よ
う
に
」
坐
っ
て
い
た
か
、
贈
収
簡
を
事

と
す
る
か
、
阿
敵
追
従
に
憂
身
を
や
っ
す
か
:
・
・
等
々
で
あ
っ
た
と
い
う

ヘピ
V
R
t
g
卵
凶
品
。
。
自
目
白

E
民
自
え

E
O島
町

S
J

(開ロ岡】

g
p
s
a
-
E・
g-2・

J
。
に
も
拘
ら
ず
、
と
く
に

パ
ス

'
1
v
・7
a
t
'
'
X
A

「
擬
似
封
建
制
」
の
下
で
、
カ
7

ン
ズ
が
7

グ
ネ
i
ト
の
い
わ
ば
快
艇
野

グ係
下
に
入
る
こ
と
甚
し
い
こ
と
を
十
分
に
認
め
つ
つ
宮

R
明白
H
E
E
一
は
次
の

よ
う
に
い
う
。
「
政
治
は
株
式
組
織
の
企
業
で
あ
る
。
権
力
は
少
数
者
の
手

に
集
中
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
富
、
縁
故
関
係
、
政
治
能
力

に
応
じ
て
、
様
々
な
度
合
で
、
夫
々
国
王
、
マ
グ
ネ
l
ト
、
ヵ
マ
シ
ズ
の
間

に
分
配
さ
れ
た
」
、
と
(
吋
時
叫
ゴ
H
A
I
K
M川一一仲間白
J
U刈
J
出

WI--
回
二
・
)
。
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最
後
に
、
ヵ
マ
ン
ズ
側
で
は
議
会
に
赴
く
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
、

と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
不
承
々
々
の
気
遣
が
添
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
一
般
的
な
証
拠
は
な
い
、
と
い
う
の
が
注
意
深

い
緒
研
究
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

イギリス初期首覧会史研究の動向について

同
乙
の
点
、
す
な
わ
ち
人
々
を
し
て
議
会
に
赴
か
し
め
た
モ

l
テ
イ
ヴ
を

め
ヤ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
近
代
の
幽
副
会
史
研
究
者
、
例
え
ば

Z
m
E身
w

r
ゃ

2
8
v
p
』
・
等
が
当
時
の
人
々
の
書
簡
や
日
誌
等
を
駆
使
し
て
、

き
わ
め
て
プ
リ
リ
ア
ン
ト
に
繭
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
世

に
は
、
近
代
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
、
豊
富
な
史
料
は
な
い
。
ア
ナ
ロ
ジ
ー

は
可
簡
で
あ
ろ
う
か
。

中
盤
の
ば
あ
い
と
い
え
ど
も
、
と
の
モ
l
テ
イ
ヴ
は
強
列
で
あ
っ
た
乙

と
が
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
エ
ド
ワ
!
?
は
い
う
。
当
時
、
鉄
道
の
な
か

っ
た
事
情
を
考
え
よ
、
人
々
は
馬
で
行
っ
た
、
彼
ら
は
寒
さ
と
疲
労
の
た

め
、
馬
上
で
暖
り
乙
け
て
い
た
ろ
う
、
寒
さ
|
|
議
会
は
秋
か
冬
に
開
か

れ
る
乙
と
が
多
か
っ
た
、
一
二
九

O
年
か
ら
約
百
年
閣
の
う
ち
、
三
月

t

九
月
に
関
か
れ
た
議
会
は
四

O
ほ
ど
で
あ
る
の
に
、
十
月

t
二
月
の
そ
れ

は
ほ
ぼ
七

O
K
逮
す
る
、
「
議
会
に
行
く
こ
と
は
代
表
者
自
身
に
と
っ
て

も
、
彼
ら
の
費
用
そ
支
払
う
選
出
区
の
人
々
に
と
っ
て
も
、
理
解
し
得
な

い
乙
と
で
は
な
か
っ
た
」
、
と
。
円
以
・
何
仏
唱
向
含
・
】
・
の
1
出戸田ぢ
HFNEω

回ロ《山

岳
巾

Z
E
F
o
g
-
何
回
開
医
師
『
】

VR-EggyMM旬
-
u
u
l品
0
・

代
表
者
の
目
あ
て
は
何
で
あ
っ
た
か
。
請
願
か
、
国
王
・
貴
族
の
恩
恵

庇
護
か
、
栄
誉
か
‘
贈
収
賄
か
|
|
。

× 

× 

× 

以
上
で
私
の
紹
介
は
全
部
終
る
。
こ
の
よ
う
な
大
ま
か
な
諸
研
究
の
回
顧

に
よ
っ
て
も
、
問
題
の
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
、
個

別
的
な
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
、
若
干
私
流
の
註
を
附
し
て
き
た
。
こ

こ
に
結
び
の
言
葉
を
つ
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、
初
期
議
会
を
め
ぐ
る
誇
研
究

は
、
結
局
、
そ
の
本
質
は
何
で
あ
っ
た
か
、
換
言
す
れ
ば
、
詩
身
分
の
集
会

で
あ
っ
た
か
、
或
い
は
国
王
の
役
人
の
集
会
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
を

中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
て
ぎ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
学
鋭
史

の
現
段
階
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
聞
に
対
す
る
答
は
、
決
し
て
二
者
択

一
的
な
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
史
の
い
わ
ゆ
る
幡
、
2
曲。ロ叩ロ

4R-

E
口
伝

g
白
門
去
と
ヨ
(
吉
田
吾
ロ
ロ
D
口
巳

-R)
司

g
n
v
g
m
R
E
R
と
い
う
概
念
で
あ

る
。
こ
の
概
念
は
発
展
段
階
の
図
式
を
示
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

0
・

ブ
ル
ン
ナ
!
の
用
法
に
従
え
ば
、
両
概
念
は
、
「
単
に
互
に
解
消
し
A
ロ
う
周

家
類
型
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
永
続
的
に
並
存
、
対
立
、
協
働
し
て
作
用

オ
山
P

ガ
=
ザ
ツ
イ
オ
ン
フ
オ
h
H
J
F

ン

し
、
相
互
に
影
響
し
合
う
j
i
-
-
-
組

織

形

式

で

あ

る

」

。

英

国

の
初
期
議
会
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
う

か
。
も
と
よ
り
そ
れ
ら
の
概
念
が
内
包
す
る
「
身
分
」
「
領
域
制
」
「
官
僚
制
」

等
の
内
容
の
彼
我
の
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て
は
、
よ
り
微
視
的
検
討
を
必
要
と

す
る
に
し
て
も
。
例
え
ば
英
国
の
役
人
層
は
、
そ
の
出
闘
を
カ
マ
ン
ズ
と
ほ
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ぼ
同
じ
く
し
、
感
情
・
利
害
に
お
い
て
彼
ら
を
強
く
代
弁
し
て
い
た
と
い
う

特
色
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
(
ぜ
ク
ッ
テ
イ
ノ
の
論
文
の
紹
介
参
照
)
。

資

そ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
テ
ム
プ
ル
マ
ン
の
整
理
し
た
学
説
の
動
向
か
ら

英
国
初
期
議
会
の
歴
史
は
、
身
分
制
的
要
素
と
「
役
人
制
」
的
要
素
、
或
い

は
パ

1
ス
ナ
ル
な
要
因
と
制
度
的
な
要
因
と
の
並
存
、
対
立
、
協
働
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
捉
え
う
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
一
言
加
え
る
と
す
れ
ば
‘
そ
れ
は
初
期
議
会
の
政
治
的
側
面

の
解
明
、
或
い
は
ス
タ
ッ
プ
ズ
の
提
出
し
た
観
点
の
再
評
価
と
い
う
点
に
つ

い
て
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
に
端
を
発
す
る
諸
研
究
の
成
果

と
く
に
初
期
級
会
に
お
け
る
カ
ウ
ン
シ
ル
の
機
能
の
解
明
を
経
て
き
て
い
る

今
日
、
彼
の
見
解
が
そ
の
ま
ま
復
活
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
に
も
拘
わ

ら
ず
、
初
期
議
会
に
お
け
る
政
治
的
側
面
の
把
握
や
7

グ
ネ

l
ト
・
カ
マ
ン

ズ
の
動
き
の
究
明
・
そ
の
評
価
に
つ
い
て
、
彼
の
見
解
の
中
に
含
ま
れ
て
い

た
観
点
に
従
っ
て
再
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
と
く
に
私
は
、
彼
が
そ
の
驚
く
ほ
ど
深
い
学
殖
の
故
に
ふ
と
も
ら
し

た
点
、
す
な
わ
ち
シ
モ
ン
・
ド
・
毛
ン
フ
ォ
ー
ル
の
議
会
や
十
四
世
紀
の
議
会

の
背
後
に
著
し
い
党
派
的
性
格
を
看
取
し
て
い
る
点
に
深
い
興
味
を
も
っ
。

「
党
派
の
分
裂
と
党
派
の
目
的
」
が
議
会
の
展
開
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は

中
世
に
限
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
そ
の
後
も
久
し
く
英
国
議
会
史
の
一
面
に

み
ら
れ
る
現
実
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
か
ら
、
な

ぜ
、
王
国
の
す
べ
て
の
身
分
に
よ
る
共
同
の
統
治
と
い
う
よ
う
な
議
会
の
理

念
が
生
れ
て
く
る
の
か
。
中
世
に
限
っ
て
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
解

明
の
た
め
に
は
、
ォ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
協
約
成
立
ま
で
の
経
過
や
オ
l
デ
ナ
l

ス
の
内
乱
等
の
政
治
史
の
徹
底
的
な
分
析
が
、
大
き
な
貢
献
を
な
す
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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